
 

加賀市立地適正化計画 【概要版】  
１ 基本方針 コンパクトなまちづくりを進めるためには、居住、商業、福祉など民間の施設や活動の集約が重要であることから、都市全体を見渡しながら立地誘導を図ることが必要です。このため、都市計画マスタープランや本計画における都市づくりの将来像である「ひと・もの・地域をつなぎ 安心 便利に 新たな価値を創出し続けるまち」との整合を図り、本計画の基本方針を以下のように定めます。 

 

立地適正化計画の基本方針

ひと・もの・地域をつなぎ 安心便利に新たな価値を創出し続けるまち
基本方針１集約・集約・集約・集約・コンパクト化コンパクト化コンパクト化コンパクト化まちなかの充実による、都市の機能が集約されたまちづくり 基本方針３都市基盤・都市基盤・都市基盤・都市基盤・施設の有効活用施設の有効活用施設の有効活用施設の有効活用快適で安全な暮らしを支え、住みたくなる都市基盤・施設の確保・活用 基本方針４地域の魅力・地域の魅力・地域の魅力・地域の魅力・活力の創出活力の創出活力の創出活力の創出地域活性化の原動力となる、自然・文化・産業の発展と人材の確保基本方針２連携・連携・連携・連携・ネットワーク化ネットワーク化ネットワーク化ネットワーク化ひと・ものの相互連携や、道路網・公共交通網の形成・充実
既存市街地と新幹線駅前へ生活利便施設を誘導 デマンド型公共交通の充実による公共交通の利便性向上 公共下水道エリアの見直しと下水道の接続促進 交流人口、定住人口、関係人口の増加による活力の維持

都市計画マスタープランの基本方針 生活利便施設が集約したエリアに居住を誘導

共通方針未来型の都市基盤・生活様式の創出未来型の都市基盤・生活様式の創出未来型の都市基盤・生活様式の創出未来型の都市基盤・生活様式の創出新技術の積極的な導入による、便利で効率的な生活の質の向上



 

２ 誘導区域等 一定の市街地が形成され、かつ人口減少が進行する大聖寺地域、山代地域、片山津地域、動橋地域、山中地域及び、市の中心として発展を図る作見地域において、市街地の充実を図る「都市機能誘導区域」及び「居住誘導区域」を設定します。また、誘導区域外縁部における用途地域内の市街地や、橋立地域の市街地及び郊外集落においては、良好な居住環境を維持する「居住環境維持区域」を設定します。  

   

都市機能誘導区域「温泉地区」 

都市機能誘導区域「温泉地区」 
都市機能誘導区域「温泉地区」 

都市機能誘導区域「加賀温泉駅周辺地区」都市機能誘導区域「城下町地区」 

※郊外の集落における居住環境維持区域については  で表示 

都市機能誘導区域 「動橋駅周辺地区」


